
































自動販売機問題を扱った既存論文はいくつかある。Anupindi, Dada and Gupta（1998）は，在
庫切れのときに代替が生じるようなモデルにおいて需要推定法を考案し，それを自動販売機に















は商品 iが割当てられるコラム数を表し，xは xi（i＝１，２，…，n）を第 i要素に持つ n次元ベク
トルであり，xをコラム割当と呼ぶ。コラム割当 xに対して定まる商品 iの初期在庫水準を qi
＝kxiで表す。また集合
S＝｛１≤ i ≤ n：xi＞０｝ （１）
は自動販売機に含まれる商品の集合であり，この自動販売機のアソートメントと呼ばれる。本
節では Sは固定され，便宜上 S＝｛１，２，…，m｝で表す。ただし mはアソートメントに含まれ
る商品の数である。





















の指数分布に独立に従う。したがって，商品 iの需要が qi個になるまでの時間 Yiはガンマ分
布 Gamma（qi，λi）に従い，Y1，…，Ymは独立である。
次に，
1 = min Yi







しない。商品 iの価格を riとすると，自動販売機の収入は （  ）ri Ni  Ti=1
m である。期間［０，T］
で発生する利益π（T）を
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Kubo and Fujisawa（1998）によって提案された Life Span Methodを用いる。
xi→ i´は第 i要素の値から１を引き（xi－１），第 i´要素に１を加えて（xi´＋１）得られるベク




Set initial solution x
Set x＊ = x and f＊ = f（x）
for i　 I, let LS（i）= 0
for iter = 0 to TSMAX
　for each i　 I
　gmax（i）=  max  g （xi → i'）
　　　   　i'　I / {i}
　　　  　LS（i' ）<iter
　i＋ = argmax  g （xi → i'）
　　　   　i'　I / {i}
　　　  　LS（i' ）<iter
　i－ = argmax gmax（i）
　　　   　 i'　I
（i）
i（ 　　  ）T,




Set x＊ = x and f＊ = f（x）
for i　 I, let LS（i）= 0
for iter = 0 to TSMAX
　for each i　 I
　gmax（i）=  max  g （xi → i'）
　　　   　i'　I / {i}
　　　  　LS（i' ）<iter
　i＋ = argmax  g （xi → i'）
　　　   　i'　I / {i}
　　　  　LS（i' ）<iter
　i－ = argmax gmax（i）
　　　   　 i'　I
（i）
　LS（i－）= iter + TL
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